
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

馬
場
市
長
は
「
お
金
が
な

い
」
と
い
っ
て
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
福
祉
手
当
て
の
カ

ッ
ト
、
市
立
幼
稚
園
の
統
廃

合
や
学
校
給
食
の
民
間
委
託

な
ど
の
「
行
革
」
を
す
す
め

て
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
一
方
で
毎
年
、
多
額

の
基
金
（
市
の
貯
金
）
が
積

み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

《
表
》
は
、
今
年
度
の
基

金
残
高
（
見
込
み
額
）
を
、

馬
場
市
長
が
「
第
二
次
行
革

大
綱
」
を
発
表
し
た
九
九
年

度
末
の
基
金
残
高
と
比
較
し

た
も
の
で
す
。 

    ２００４年 ３月発行 
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市議会議員 
 

財
政
調
整
基
金
や
公
共
施

設
建
設
基
金
な
ど
、
使
用
目

的
が
具
体
的
に
定
ま
っ
て
い

な
い
基
金
だ
け
で
も
、
四
年

間
で
五
倍
も
増
え
ま
し
た
。

学
校
施
設
整
備
基
金
や
市
立

総
合
体
育
館
建
設
基
金
な
ど

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
基
金

の
積
み
立
て
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。 

 

こ
れ
ら
基
金
の
積
立
が

全
て
問
題
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
切
実
な
市
民
の
要
求
を

「
お
金
が
無
い
か
ら
」
と
抑

え
込
ん
だ
り
切
り
捨
て
る
の

は
問
題
で
す
。 

☎ ５９１－７３７６ 
ａｋｉｔｏ.ｎ＠ｍ３.   
  ｄｉｏｎ.ｎｅ.ｊｐ 

☜ しんぶん『赤旗』日曜版 ２月２９日号より 

「お金がない」というけれど 

 私たちの年金が大問題になっています。小泉内閣の年金

「改革」は、厚生年金と国民年金の保険料を毎年引き上げ

ると同時に、給付水準は引き下げる大改悪だからです。 

 とりわけ問題なのは、現在受給している人をふくめて、 

一律に給付水準を１５％カットすることです。国民年金だ

けの受給者も例外ではありません。国民年金しか受給して

いないお年寄りは９００万人にのぼりますが、受給額の平

均は１カ月約 46,000 円（０２年度）です。 

 どの年金も給付を一律、自動的に減額する仕組みが導入

されるわけですが、それが「マクロ経済スライド」です。 

 「本来、国民の最低限の生活保障となるべき生活保護の

水準をはるかに下回る国民年金に、実質１５％もの給付水

準の引き下げを押しつけることは、憲法で保障された生存

権を国みずから侵害するものだ」と日本共産党の志位委員

長は２月１８日の党首討論で、憲法とのかかわりで小泉内

閣の年金改悪問題を追及しました。 

マクロ経済スライドの非情 

一律１５％カット 

自動削減の仕組み 

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド 

主な基金の積み立て状況 

 1999 年度末 

(決算) 
2003 年度末 

(見込み) 

財政調整基金  4.95 億円 22.40 億円 

公共施設建設基金  2.18 億円 13.42 億円 

環境緑化基金  8.92 億円  9.71 億円 

職員退職手当基金  8.26 億円 14.86 億円 

学校施設整備基金  なし  8.53 億円 

市立総合体育館建設基金  なし  6.00 億円 

計 24.31 億円 74,92 億円 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先月号でお知らせした平山６丁目

の危険な交差点の問題について、村

松前都議と私は、日野警察署をおと

ずれ、改善の申し入れを行ないまし

た。 

 警察の担当者は「信号機の改善も

検討しているが、今すすめられてい

る５丁目交差点の改善後の車の流れ

なども見ていきたい」「より根本的

には道路の拡幅や変更も含めて、交

差点の改良が必要」との見解を示し

ました。 

 引き続き、市の対応もただしなが

ら、改善に努力したいと思います。 

           中野あきと 

 今年に入り２月１０日、東電は、工事再開のための説明

会の開催を住民側に通達。３月６日、その説明会がもたれ

ました。席上東電は「電力の安定供給の責任」を強調しな

がら「平成１７年の完成を目指す」として、状況によって

は「住民の理解」をあいまいにして工事を強行することを

否定しない態度を明らかにしました。 

 住民側は、過去二度に渡る工事強行の非に対するけじめ

をつけないばかりか、今後も強行はあり得るという態度で

は、このまま話し合いは続けられないと主張。その結果、

東電は、出された意見を整理して、再度話し合いをもつと

次回の会合を約束し、住民側もこれを了承しました。 

住民「理解が得られるまで 

   強行はするな」と主張   これまでの経過の概略 

 モノレール高幡駅北口近くに変電所の建設を予定していた

東京電力は、平成１４年５月、日野市に対して「近隣住民の

大方の理解は得られた」と虚偽の報告をして工事を強行。こ

れに住民は抗議し市長にも善処を要望。市長は東電に２か月

間工事を中断して、住民と話し合うよう申し入れました。 

 ところが東電は、十分な話し合いの無いまま２か月後の同

年９月に再び工事を強行。市長は東電に対し変電所の『地中

化』を要望し、これに対する回答がなされるまでは再開した

工事を中断するよう伝えました。 

 同年１０月東電は、日野市に対して『地中化』は困難と回

答し、住民に対しては「納得の得られるような提案をする」

と約束し、工事を中断したまま、現在に至っています。 

 

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
を
憂
い

ご
自
身
の
生
い
立
ち
を
披
れ
き
し

な
が
ら
、
「
こ
の
道
は
い
つ
か
来

た
道
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
告

発
す
る
文
章
が
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務

所
に
届
き
ま
し
た
▽
書
か
れ
た
方

は
深
川
で
東
京
大
空
襲
下
を
逃
げ

惑
い
父
と
兄
弟
一
人
を
失
い
、
戦

後
は
立
川
の
基
地
近
く
に
住
み
、

飢
え
を
し
の
ぐ
た
め
に
米
兵
の
残

飯
あ
さ
り
も
経
験
。
家
に
土
足
で

踏
み
込
ん
で
き
た
米
兵
に
よ
っ
て 

三
歳
上
の
姉
が
小
学
六
年
生
の
目

の
前
で
襲
わ
れ
る
。
姉
を
守
ら
ん

と
必
死
に
抵
抗
し
た
も
の
の
、
米

兵
に
殴
ら
れ
前
歯
を
欠
損
と
い
う

悲
惨
な
体
験
も
▽
「
戦
争
で
被
害

に
あ
う
の
は
女
と
子
ど
も
」
「
憲

法
を
変
え
て
は
い
け
な
い
」
と
の

訴
え
を
心
か
ら
の
叫
び
で
す
。
戦

争
被
害
の
体
験
者
が
年
々
少
な
く

な
っ
て
い
く
が
、
そ
の
一
人
と
し

て
、
自
衛
隊
の
派
兵
に
は
絶
対
に

反
対
で
あ
る
と
。
米
軍
は
私
の
幼

年
時
代
の
悲
惨
な
出
来
事
を
く
り

返
し
て
い
る
と
告
発
し
て
い
ま
す

▽
そ
の
思
い
は
、
さ
さ
や
か
な
紙

面
で
は
と
て
も
お
伝
え
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。 

五
十
九
年
前
の

三
月
十
日
は
東
京
大
空
襲
。
体
験

者
の
一
人
と
し
て
あ
の
日
の
光
景

が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。 

短 

信 

東電・工事再開を申し入れ 

 

私
の
と
こ
ろ
に
は
都
議
会
が
あ
る
た
び

に
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査
の
依
頼
が
党
の
都

議
団
か
ら
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
私
は
現

役
時
代
、
質
問
づ
く
り
は
「
現
場
主
義
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
き
ま
し
た
。 

 

三
月
の
議
会
に
向
け
て
は
「
高
齢
者
の

実
態
調
査
と
い
う
こ
と
で
、
都
の
福
祉
切

り
捨
て
と
介
護
保
険
の
実
態
、
医
療
費
の

定
率
負
担
や
年
金
改
悪
の
影
響
な
ど
が
あ

り
、
寝
た
き
り
の
高
齢
者
を
抱
え
て
い
る

二
世
帯
の
方
を
訪
問
し
、
お
話
を
伺
っ
て

き
ま
し
た
。 

 

あ
る
方
は
、
「
七
十
歳
の
弟
が
二
回
脳

梗
塞
を
お
こ
し
て
寝
た
き
り
に
。
間
も
な

く
病
院
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
家

で
み
る
の
は
大
変
。
療
養
施
設
は
月
十
五

万
円
も
か
か
り
、
七
万
円
の
年
金
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
と
訴
え
て
お
ら

れ
ま
し
た
。 

 

五
年
前
か
ら
、
寝
た
き
り
の
母
親
を

介
護
し
て
い
る
息
子
さ
ん
は
「
介
護
保

険
料
、
利
用
料
以
外
に
も
月
十
万
円
の

自
己
負
担
を
支
払
う
と
、
自
分
の
着
る

も
の
も
買
え
ず
、
外
で
さ
さ
や
か
に
飲

む
こ
と
も
で
き
な
い
。
税
金
を
庶
民
の

た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
切
実
で
し

た
。
私
は
せ
め
て
、
寝
た
き
り
の
高
齢

者
に
支
給
し
て
い
た
「
老
人
福
祉
手
当

（
月
五
万
五
千
円
）
」
あ
れ
ば
と
思
い

こ
の
制
度
を
廃
止
し
た
石
原
都
政
の
都

民
い
じ
め
に
怒
り
が
一
杯
で
す
。 

 

こ
う
し
た
問
題
こ
そ
議
論
す
べ
き
な

の
に
、
わ
が
党
以
外
の
会
派
は
と
り
上

げ
ま
せ
ん
。
都
民
の
都
政
を
取
り
戻
す

た
め
に
、
決
意
を
新
た
に
し
て
が
ん
ば

り
ま
す
。 

 

 
 

前
都
議
会
議
員 

村
松
み
え
子 


